
01 精密部品の製造

い
工
場
の
中
に
最
新
鋭
の
大
型
機

械
が
ズ
ラ
リ
。
従
業
員
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
、
一
人
で
２
、
３
台

の
機
械
を
操
り
、
複
雑
な
幾
何
学
形
状
の

３
D
モ
デ
ル
製
品
を
削
り
出
し
て
い
く
。

原
田
精
機
は
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
、

航
空
宇
宙
機
器
の
人
工
衛
星
な
ど
の
製
品

や
部
品
の
設
計
・
試
作
・
製
造
を
一
貫
し

て
手
掛
け
る
会
社
だ
。
試
作
品
の
依
頼
は

多
く
、
製
品
の
特
性
上
精
密
か
つ
複
雑
な

形
状
を
求
め
ら
れ
る
た
め
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
。
宇
宙
開
発
品

は
地
上
で
使
わ
れ
る
品
質
保
証
よ
り
基
準

が
厳
し
く
、
さ
ら
に
高
度
な
技
術
力
と
管

理
力
が
必
要
だ
。
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ

り
」
や
通
信
衛
星
な
ど
、
今
で
は
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
す
衛

星
の
全
て
に
同
社
の
製
品
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。

自
社
開
発
中
の
超
小
型
人
工
衛
星
は
、

地
球
観
測
衛
星
と
し
て
海
外
と
の
開
発
競

争
に
な
っ
て
い
て
、
今
年
か
ら
来
年
に
か

け
て
い
よ
い
よ
宇
宙
に
飛
び
立
つ
予
定
だ
。

従
業
員
は
皆
、
自
分
た
ち
の
会
社
が
宇

宙
で
役
立
つ
技
術
を
持
つ
こ
と
に
大
き
な

誇
り
を
抱
い
て
い
る
。
い
ず
れ
は
宇
宙
機

器
を
担
当
す
る
の
が
若
手
の
目
標
だ
。
果

て
な
く
広
が
る
大
き
な
夢
が
、
も
の
づ
く

り
の
情
熱
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
る
。

広

はままつ

で

くはたら
Work Life

浜
松
に
は
ど
ん
な
シ
ゴ
ト
が
あ
っ
て
、

先
輩
た
ち
は
、
な
ぜ
そ
の
職
業
を
選
ん
だ
の
か
。

一
度
は
浜
松
を
離
れ
、
就
職
の
た
め
に
戻
っ
た
人
。

浜
松
に
来
て
、
浜
松
を
選
ん
だ
人
。

ず
っ
と
浜
松
で
生
活
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
人
。

浜
松
で
暮
ら
し
、
い
ま
働
い
て
い
る
先
輩
の

仕
事
内
容
や
働
き
方
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
し
ま
し
た
。

Z
utto

I
turnturn turn

出身地 浜松市

出身高校 浜松城北工業高校機械科

■就職までの経緯／高校入学時から、卒業後の
進路は就職を前提に考えていましたが、就職活動

で希望にあった会社に出会えませんでした。「 とり

あえず知識と技術を高めよう」とポリテクカレッ

ジ浜松に進学。2年時の就職活動で会社見学を

経て就職しました。■仕事の面白み／初めはただ
のブロック状の金属が、自分の作ったプログラム

で設計通りの形に切削加工され、製品として仕上

がっていく ところ。機械部品なので一般の人の目

に触れることはありませんが、繊細で重要な役割

を担っていると感じています。

産業用ロボットによる

精密部品の設計、試作開発、製造

よしかわ まさき

吉川真基さん［ 2 3 ］

出身地 浜松市

出身高校 浜松城北工業高校機械科

■就職までの経緯／高校時代、進路を考えるに
つれて「 このままどこかの会社に就職できたとし

ても一人前としてやっていけないのでは……」と不
安を感じ、より深い知識を学ぶためにポリテクカ

レッジ浜松の生産技術科に進学。ポリテクで学

んだことが大きな自信になり、気持ちも前向きに

なって当社に就職しました。■この仕事を選んだ
理由／量産ではなく一点一点異なるものを作って

いると知り、飽きることなくものづくりができそう

だったから。■今後の目標／宇宙機器部門のメン
バーに少しでも早く 選ばれたい！

産業用ロボットによる

精密部品の設計、試作開発、製造

かわい まさし

河合将史さん［ 2 7 ］

出身地 浜松市

出身高校 浜名高校普通科

■就職までの経緯／僕は子供の頃からずっと野
球をやっていたので、高校卒業後は大学に進学し

て野球を続けるつもりでした。でも父親と意見が

ぶつかり、結局地元のポリテクカレッジ浜松に進

学することに。高校は普通科だったので生産技術

の勉強は初めてで、最初はすぐにやめようと思っ

ていました。■この仕事を選んだ理由／工場のラ
インに入るのは性格的に向いていないと悩んでい

たところ、職場体験で当社の原田会長から直接

仕事を教えてもらえる機会に恵まれました。一点

物を作り出す面白さに魅力を感じました。

工作機械のNC 旋盤により

精密部品を設計、試作開発、製造

はかまた たいき

袴田泰稀さん［ 2 4 ］ Z
utto

Z
utto

Z
utto

※Zutto： 進学も就職もずっと地元

浜松から宇宙へ！

自社開発の人工衛星に託す夢

勤務先

原田精機株式会社
［ 北区東三方原町］

1970年に設立。自動車、オート バイ、航空

機、人工衛星などに使われる精密部品の設

計・ 開発・ 製造を行う。製

品化される前の試作品の

製作・ 開発も手掛ける。

最近では、地上を撮影す

るカメラを搭載した人工衛

星の自社開発にも取り組

んでいる。

N C旋盤

加工する材料を回転させ、そこに刃物を当

てて不要な部分を削り取る工作機械。

NC旋盤に限らず、どの機械も担当者がコ

ンピューターを使って操作している。

5軸制御マシニングセンタ

複雑かつ高精度な加工が必要な部品を同

時５軸加工で、短時間に加工できる機械。

自社開発の

人工衛星の試作品
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turn

03 ラジオ局の裏方 02 弁護士

turn

出身地 浜松市

出身高校 浜松市内の高校

勤務先 静岡エフエム放送株式会社

業務部［ 中区常盤町］

■この仕事を選んだ理由／大学に入学当初は養護
教諭を目指していたけれど、就活の時期が来てから

他の仕事も考えるようになりました。それでいろい

ろな会社を調べていた時に、当社は地元で有名だ

し、自分も音楽が好きで、子供時代に父の車の中で

ラジオをよく 聴いた記憶があるので、いいなと思い

ました。■就職までの経緯／大学の福祉系学科を
卒業して、最初に就職したのがK-mix。今年で7年

目になります。■仕事の面白み／いろいろなアーティ
ストが来社するので、好きなアーティストが来た時

は遠く からのぞいたりしています。安室奈美恵さん

を見たときの印象は、かわいく て、とにかく 顔が小

さかった（ 笑）。■休日は？／旅行や食べ歩きが好
きで、気に入った場所は会社のみんなに紹介してい

ます。■高校2年生へ／頑張れば、必ずどんな形で
も自分のためになっていると信じて。何か１つ得意

分野を見つけると、社会に出てから大きな力になる

と思います。

エフエム放送で

ＣＭを流すスケジュール決めと管理

かとう ちあき

加藤千晶さん［ 29］

出身地 浜松市

出身高校 浜松北高校

勤務先 ゆりの木通り法律事務所［ 中区田町］

■就職までの経緯／高校を卒業後、慶応大学文学
部に進学。同級生たちはみんな職業意識がすごく

高かったので、僕は彼らと一緒の世界に進むのは無

理だと思って同学の大学院へ進むことに。その後、

もっと勉強を続けたくて、今度は明治大学の法科大

学院に3年間通い、みんなが受けるというから司法

試験に挑戦したが不合格。そこでようやくヤル気に

火がついて、2回目のチャレンジで合格し、弁護士

の資格を取りました。その後は沼津市の法律事務

所に6年勤務してから地元に法律事務所を開きまし

た。■仕事で心掛けていること／依頼人と程よい
距離感を保ちながら、気持ちを受け入れること。

■くじけそうになるとき／依頼者との人間関係が難
しいですね。何らかのトラブルで心を痛めている人

が多いので、どうやって心を開いてもらうかが悩み

どころです。■休日は？／妻と食事に行ったり、音
楽を聴いたり、演奏したり、好きなことをやっていま

す。■高校2年生へ／社会に出るとコミュニケーシ
ョン能力が重要になるので、高校生のうちから身に

付けておくといいですよ。

法律の専門家として、法律相談や交渉業務、

裁判の弁護などを行う

なぐら ゆうすけ

名倉祐輔さん［ 37］

耳馴染みのある番組パーソナリティ ー、ゲスト 出演するアーティ スト が社内を行き交う 。 万年橋パークビルの角にあるオフィ スは、建築家〈 403architecture[dajiba]〉によるリノベーショ ン。

Ｃ
Ｍ
が
無
事
に

流
れ
る
ま
で
の

緊
迫
感

気
軽
に
頼
れ
る

「
ま
ち
の
弁
護
士
さ
ん
」

え
ば
車
に
乗
っ
て
い
る
時
、
カ
ー
ス

テ
レ
オ
か
ら
流
れ
る
は
や
り
の
曲
や

軽
快
な
ト
ー
ク
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
。
静
岡
県
内
に
多
彩
な
情
報
を
発

信
す
る
「
Ｋ

-

ｍ
ｉ
ｘ
（
静
岡
エ
フ
エ
ム
放

送
）」
は
テ
レ
ビ
局
と
同
様
、
広
告
主
の

企
業
や
団
体
な
ど
の
Ｃ
Ｍ
に
よ
っ
て
収
入

を
得
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

加
藤
さ
ん
は
、
広
告
の
内
容
に
応
じ
て

Ｃ
Ｍ
を
流
す
時
間
帯
を
確
保
し
、
全
体
の

Ｃ
Ｍ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
す
る
仕
事
を

し
て
い
る
。
番
組
の
内
容
に
よ
っ
て
リ
ス

ナ
ー
の
世
代
や
傾
向
が
変
わ
る
の
で
、
広

告
内
容
に
合
っ
た
番
組
や
時
間
帯
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
自
動
車
の

Ｃ
Ｍ
と
お
酒
の
Ｃ
Ｍ
を
続
け
て
流
す
と
、

飲
酒
運
転
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
に
な
る
か
ら
避
け
る
と
い
っ
た
細
や
か

な
配
慮
も
必
要
だ
。

現
在
は
、
他
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
と
ペ
ア

で
こ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
「
特
に

生
放
送
の
時
は
、
予
定
通
り
に
Ｃ
Ｍ
が
放

送
さ
れ
る
か
心
配
で
緊
張
し
ま
す
」
と
加

藤
さ
ん
。
他
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
る
と

ミ
ス
が
生
じ
る
の
で
、
時
間
取
り
の
作
業

中
は
一
言
も
私
語
を
発
し
な
い
。
「
で
も
、

予
定
通
り
に
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
と
ほ
っ
と
す

る
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
に
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
世
間
よ
り
一
足

先
に
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
得
ら
れ
る
か
ら
面

白
い
で
す
よ
」

普
段
何
気
な
く
耳
に
す
る
Ｃ
Ｍ
だ
が
、

放
送
す
る
側
は
真
剣
勝
負
。
加
藤
さ
ん
た

ち
の
頑
張
り
で
、
５
年
半
連
続
無
事
故
を

達
成
（
放
送
時
間
や
内
容
の
ミ
ス
が
な
い

こ
と
）。
現
在
も
記
録
を
更
新
中
だ
。

例
暮
れ
時
、
赤
電
が
第
一
通
り
駅
に

近
づ
く
と
、
駐
車
場
の
ビ
ル
の
３

階
に
明
か
り
が
つ
い
て
い
て
、
窓
の
向
こ

う
に
カ
ッ
コ
い
い
オ
フ
ィ
ス
が
見
え
た
。

ど
こ
か
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
か
と
思
っ

た
ら
、
実
は
こ
こ
、
「
ゆ
り
の
木
通
り
法

律
事
務
所
」
と
い
う
弁
護
士
さ
ん
の
事
務

所
。
普
通
、
法
律
事
務
所
は
裁
判
所
の
近

く
に
あ
る
場
合
が
多
い
。
で
も
、
弁
護
士

の
名
倉
さ
ん
は
、
あ
え
て
浜
松
の
中
心
街

に
事
務
所
を
開
い
た
。
そ
の
理
由
を
尋
ね

る
と
、
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
も
っ
と
気
軽

に
相
談
で
き
る
法
律
事
務
所
に
し
た
い
か

ら
」
と
名
倉
さ
ん
。
２
０
１
８
年
に
事
務

所
を
開
設
以
来
、
遺
言
・
相
続
、
借
金
問
題
、

交
通
事
故
被
害
、
離
婚
な
ど
、
地
域
の

人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
の
解
決
に
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

オ
フ
ィ
ス
も
個
性
的
だ
け
ど
、
名
倉
さ

ん
本
人
の
経
歴
も
個
性
的
。
大
学
の
文
学

部
を
卒
業
後
、
大
学
院
を
経
て
、「
何
か

仕
事
に
就
か
な
け
れ
ば
」
と
思
い
法
科
大

学
院
に
通
い
、
弁
護
士
の
資
格
を
取
っ
た
。

浪
人
時
代
を
合
わ
せ
る
と
、
か
れ
こ
れ
10

年
間
も
東
京
で
学
生
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
「
も
と
も
と
弁
護
士
を
目
指
し
て

い
た
訳
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
業
界
の
常
識
も

分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て

自
分
流
の
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
が
で
き
て
い

る
の
か
な
」

最
近
は
、
ま
ち
の
人
々
と
の
交
流
の
場

に
も
積
極
的
に
参
加
。
こ
れ
か
ら
「
ま
ち

の
弁
護
士
さ
ん
」
と
し
て
頼
り
に
さ
れ
る

機
会
が
増
え
て
い
き
そ
う
だ
。

夕

1213



Z
utto

05 グラフィ ック

デザイナー 04 料理人

出身地 浜松市

出身高校 浜北西高校

勤務先  V DESIGN OFFICE［ 東区有玉南町］

■この仕事を選んだ理由／絵を描いたり、工作した
りするのが好きだったことから、小さい頃からデザ

イナーという仕事に憧れがありました。■就職まで
の経緯／高校を卒業後、浜松デザインカレッジ専

門学校に進み、グラフィックデザイン科で雑誌デザ

インの基礎を学びました。ページ数の多い情報誌

などの仕事を多く 受けていることや事務所の雰囲

気、少人数で早く からやりたい仕事に関われそうな

ことからヴイデザインオフィスに就職。■仕事の内
容と面白み／この市政情報誌「 ずっと浜松」の誌面

デザインを担当しています。読者に分かりやすく 、面

白く 読んでもらえるデザインを目指しています。何か

一つでも気付きにつながったり、きっかけになったり

してお役に立てたら最高です。■く じけそうになる
とき／お客さんから繰り返し修正指示があったと

き。正解が分からなくなり、迷子になります。なぜそ

のようにデザインしたのか、自信を持って根拠を説

明できるデザイナーになりたいです。■大人になっ
て思うこと／浜松市内だけでも、自分の知らなかっ

た職業が実はたくさんあるということ。

情報誌やカタログ、商品パッケージなど

印刷物のデザイン

なぐら のぞみ

名倉のぞみさん［ 23］

出身地 周智郡森町

出身高校 森高校（ 現： 遠江総合高校）

勤務先 懐石いっ木［ 中区田町］

■就職までの経緯／高校時代はただ店を開きたく
て、「 焼き鳥屋さんなら夕方から働けばいいからラ

クだな」と思い、卒業後に大阪の辻学園調理技術

専門学校に入学しました。専門学校は毎日授業で

おいしいものを作って食べられるから、高校時代よ

りもずっと楽しかった。その後、京都の老舗料亭

「 菊乃井 本店」に就職。28歳で浜松に「 懐石 い

っ木」を開店しました。■休日は？／ドライブをして
いろいろな景色や建物を見たり、土地のものを食

べたりします。その経験を仕事にフィードバックする

ことが多いですね。■高校時代にしておけばよかっ
たと思うこと／いろいろな新しいことや興味のある

ことにもっと挑戦しておけばよかったなと思いま

す。■高校2年生へ／今、興味のあることにどんど
ん挑戦してほしい。成功しても失敗しても、自発的

に経験したり考えたことはこれから必ず自分の大切

な財産になります。

懐石料理の提供

いっき としや

一木敏哉さん［ 41］

チーフデザイナーの他に同僚が一人。４ 月から初めての後輩が入社予定。 季節のもの、地元の食材をていねいに仕込み、

お客さまに驚きをもたらす特別な料理に仕立てる。店は完全予約制。

情
報
を
デ
ザ
イ
ン
で
整
理
し
て

正
し
く
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

ン
プ
ル
モ
ダ
ン
な
建
物
、
窓
か
ら

の
ぞ
く
中
庭
の
緑
が
美
し
い
事
務

所
。
名
倉
さ
ん
は
こ
の
２
階
で
一
日
の
ほ

と
ん
ど
の
時
間
を
大
画
面
の
パ
ソ
コ
ン
と

向
き
合
う
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
広
告
代
理

店
な
ど
か
ら
、
打
ち
合
わ
せ
で
伝
え
ら
れ

る
意
図
や
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
し
、
伝
え
る

べ
き
情
報
を
整
理
し
て
、
誌
面
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
。

ヴ
イ
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
情
報
誌
の

ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
中
心
に
、
ロ
ゴ
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け

る
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
だ
。

名
倉
さ
ん
は
21
歳
で
入
社
し
て
丸
2
年
。

年
齢
が
近
く
何
か
と
頼
り
に
し
て
い
た
先

輩
が
事
務
所
を
離
れ
、
こ
の
半
年
は
ア
シ

ス
タ
ン
ト
で
は
な
く
自
ら
考
え
て
デ
ザ
イ

ン
す
る
案
件
が
増
え
た
。

「
印
刷
物
と
し
て
で
き
上
が
っ
た
成
果
物

だ
け
で
、
誰
か
に
何
か
を
伝
え
る
。
デ
ザ

イ
ン
は
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
す
」

シ
の
お
椀
の
蓋
を
開
け
る
と
、
フ
ワ
ッ

と
だ
し
の
良
い
香
り
。
懐
石
料
理

と
は
、
一
汁
三
菜
（
ご
飯
に
汁
物
、
お
か

ず
が
三
種
）
を
基
本
に
、
旬
の
食
材
を
調

理
し
て
、
お
客
さ
ま
を
も
て
な
す
料
理
だ
。

浜
松
の
繁
華
街
に
店
を
構
え
る
「
懐
石

い
っ
木
」
は
、
今
年
で
創
業
14
年
。
店
主

の
一
木
さ
ん
は
、
大
阪
の
調
理
師
専
門
学

校
を
卒
業
後
、
京
都
の
老
舗
料
亭
「
菊
乃

井

本
店
」
で
５
年
間
修
業
を
積
み
、
２

年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
店
を
開
い
た
。

「
和
食
の
修
業
は
厳
し
く
て
当
た
り
前

の
世
界
。
漬
物
や
和
菓
子
の
担
当
か
ら
始

ま
っ
て
、
刺
し
身
の
調
理
を
任
せ
て
も
ら

う
ま
で
に
５
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
早
い
方
で
す
」
と
振
り
返
る
。

高
校
を
卒
業
時
、「
こ
の
先
10
年
で
店

を
出
せ
な
か
っ
た
ら
諦
め
よ
う
」
と
決
め

て
い
た
一
木
さ
ん
。
２
０
０
６
年
、
28
歳

で
計
画
通
り
店
を
開
店
し
た
が
、
３
日
目

に
は
来
店
客
が
ゼ
ロ
。
し
か
し
、
人
通
り

の
多
い
場
所
に
店
を
出
し
た
こ
と
や
、
た

ま
た
ま
雑
誌
の
取
材
を
受
け
た
こ
と
な
ど

の
効
果
も
あ
り
、
徐
々
に
来
店
客
が
増
え

て
い
っ
た
。

現
在
で
は
本
業
以
外
に
も
、
和
食
を
海

外
に
広
め
る
活
動
や
、
大
学
で
の
特
別
講

義
、
舞
楽
祭
事
の
食
事
を
調
査
・
再
現
す

る
「
ふ
じ
の
く
に
ラ
ボ
」
を
主
宰
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
料
理
は
唯
一
、
体
に
摂
取
で
き
る
芸
術
。

日
本
が
誇
る
懐
石
料
理
と
い
う
芸
術
を
、

次
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

漆 未
来
に
受
け
継
ぐ
懐
石
料
理

turn

名倉さんが初めて手掛けたパッ

ケージデザイン。地元ブランド

野菜で作られた付加価値の高い

ポテチのイメージを表現した。
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